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１．ログ提出局数の分布について 

第 65回京都コンテストでは有効な府内局のログ提出（チェックログを含む）は 56局、昨年からチェックログが、８

局減の参加局となりました。昨年は府内局の SWL 部門の参加がありましたが、今年はなく、2400MHz、5600MHz、

SWL部門はエントリー局がありませんでした。 今年も府内局についてはコンテストレビューを参考にされた参加者

が多かったのか、ログ提出部門が分散されどのバンドも比較的入賞がしやすかったと思います。比較的難しかっ

た部門としては、マルチ C、M、1.9、1200MHz部門となりました。 

                                                  

 

 

 

 

 

                                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

京都コンテストは 1.9MHz から 5600MHz と幅広く各バンドで運用時間が区切られているため、どのよう

な時間帯でどのバンドに参加するかが入賞の鍵になります。このコンテストレビューでは、今回及び過去

10 年簡に参加された各局のサマリーやログ情報を基に参加者の動向や統計的な資料を示し、また入賞の

方々についてはより詳しい分析を行いました。また入賞の各局からは、コンテスト参加時のノウハウ等を

コンテスト参戦記として寄稿して頂きました。 

  

 

２０２１年２月６日（土）２０：００～２月７日（日）１６：００ 

参加部門 参加部門コード 参加局数

府内局マルチA部門 IA 6

府内局マルチB部門 IB 4

府内局マルチC部門 IC 2

府内局マルチマルチ部門 IM 1

府内局1.9MHz部門 I19 2

府内局3.5MHz部門 I35 9

府内局7MHz部門 I7 9

府内局14MHz部門 I14 4

府内局21MHz部門 I21 3

府内局28MHz部門 I28 4

府内局50MHz部門 I50 4

府内局144MHz部門 I144 3

府内局430MHz部門 I430 3

府内局1200MHz部門 I1200 1

府内局SWL部門 ISWL 0

府外局マルチA部門 OA 14

府外局マルチB部門 OB 32

府外局マルチC部門 OC 3

府外局マルチマルチ部門 OM 1

府外局1.9MHz部門 O19 13

府外局3.5MHz部門 O35 42

府外局7MHz部門 O7 84

府外局14MHz部門 O14 2

府外局21MHz部門 O21 2

府外局28MHz部門 O28 4

府外局50MHz部門 O50 7

府外局144MHz部門 O144 6

府外局430MHz部門 O430 3

府外局1200MHz部門 O1200 2

府外局SWL部門 OSWL 7
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２．コンテストログ提出局推移 

ここ数年の中でも最も参加局が多かった第 60回の 297ログですが、今年のログ提出数 281ログとなりました。 

また、チェックログ 4局を除くと、全体では 277局で昨年と比較して 42ログ増加しました。 

府内局では 55局で昨年と比較して増減なしでした。 

府外局では 222局で昨年と比較して 42ログ増加しました。なお今年度は、コロナ禍のため、外出を控えた局が多く

アマチュア無線家のアクティビティが上昇しているようです。そのため第 62回以降落ち込んでいた参加局数と比較

して、大幅に増加し第 61回以前の参加局数に近い状態になっています。 

今年の特徴として、昨年と比較すると提出局が増加した府内局の部門はマルチ A部門、マルチ B部門、14MHz部

門、21MHz 部門、28MHz 部門の部門でした。また減少した部門は 5 部門で、その中でも参加局がなかった、もしく

は 3局以上減少したのは、1.9MHz部門の 1部門でした。 

府外については、、マルチ B 部門、1.9MHz 部門、7MHz 部門、14MHz 部門、28MHz 部門、144MHz 部門、SWL 部

門は増加したものの、それ以外の部門は現状維持、もしくは減少しました。 

次年度も、このコンテストレビューを参考に、入賞できるよう頑張って頂きたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

ログ提出方法の種別は以下の通りです。 

これを見ると年々、紙ログから電子ログへの移行が進んで 

いるものの昨年から横ばい状態です。 

平成 26年（2014年）より JARLのコンテストは、紙による 

ログ・サマリーの提出は手書きのみに限定されましたが、 

京都コンテストはしばらくの間、紙ログでの提出を受け 

付けます。 

 

部門コード 第62回 第63回 第64回 第65回

マルチA部門 IA 4 4 5 6

マルチB部門 IB 3 1 1 4

マルチC部門 IC 0 1 2 2

マルチオペ部門 IM 1 1 2 1

1.9MHz部門 I19 4 2 6 2

3.5MHz部門 I35 3 5 9 9

7MHz部門 I7 6 8 10 9

14MHz部門 I14 0 3 2 4

21MHz部門 I21 2 3 2 3

28MHz部門 I28 1 4 2 4

50MHz部門 I50 3 4 4 4

144MHz部門 I144 2 4 3 3

430MHz部門 I430 5 6 4 3

1200MHz部門 I1200 3 5 2 1

SWL部門 ISWL 0 0 1 0

小計 37 51 55 55

部門コード 第62回 第63回 第64回 第65回

マルチA部門 OA 9 14 16 14

マルチB部門 OB 27 28 19 32

マルチC部門 OC 2 1 4 3

マルチオペ部門 OM 1 2 3 1

1.9MHz部門 O19 13 15 10 13

3.5MHz部門 O35 30 33 50 42

7MHz部門 O7 64 52 50 84

14MHz部門 O14 1 5 1 2

21MHz部門 O21 5 1 3 2

28MHz部門 O28 4 4 3 4

50MHz部門 O50 6 6 11 7

144MHz部門 O144 4 4 2 6

430MHz部門 O430 3 6 4 3

1200MHz部門 O1200 1 3 2 2

SWL部門 OSWL 5 3 2 7

小計 175 177 180 222

他 チェックログ他 5 11 10 4

合計 217 239 245 281

参加部門

府
内
局

参加部門

府
外
局

第61回 第62回 第63回 第64回 第65回

電子ログ提出数 233 176 198 205 245

紙ログ提出数 52 41 30 30 32
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３．都道府県別ログ提出数の詳細 

 都道府県別ログ提出局数の詳細は以下のとおりです。 

府内局を除くと V/UHF の局数も加算される関西近県がやはり多いようです。大阪、兵庫、滋賀が多く、残念ながら

和歌山県は、今年もログの提出局がありませんでした。次の 1 エリアでは、神奈川、東京、埼玉、千葉の順で昨年

度と順位を入れ換え、また２エリアの愛知、岐阜、静岡県、6 エリアは長崎県、熊本県、鹿児島、7 エリアは山形県

のログ提出が多いようです。各局有り難うございます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．エリア別ログ提出数の詳細 

エリア別ログ提出局数の詳細は以下のとおりです。今回の傾向的は３エリアを除くと、１エリア、２エリア、４エリ

ア、次に７エリアが多くなっており、昨年と比較すると４と７が入れ替わっています。 昨年同様、１０局越えとなった

エリアは、１０エリア中６エリアとなりました。今年は６エリアが大きく後退しています。上位の１，２エリアは、変わっ

ておりません。１、２エリアは局数の多さからか、安定している様ですが、４、６、７の入れ替えは、年ごとのコンディ

ションによる影響でしょうか。 

 

 

 

 

 

 

 

５．運用形態について 

運用形態は以下のとおりです。 

今年は固定局が全体の 91%、移動局が 9%で、コロナ禍の影響か例年に 

比べ移動局が少なくなりました。今年は天候に恵まれましたが冬場の 

コンテストは天候に左右され易いため、移動局に比べ固定局が大半を 

占めています。V/UHF等高い山に移動すれば入賞できる可能性が高く 

なりますが、天候に留意し、遭難等事故のないように気をつけてください。 
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６．入賞者のログ分析 

＜府内局 
（１）ログの合計得点詳細 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※上記内容はコンピュータで得点、マルチを計算したもので、提出された書類と異なる場合があります。コンテスト結果（順位）等

が変化しない場合は、結果の訂正等は行っておりません。 

参加部門 コールサイン 局数 得点 マルチmulti1のカウントmulti2のカウント 合計

475 581 256 208 48 148,736

（内訳）

バンド 局数 得点 マルチ multi2のカウント

1.9 58 65 32 29 3

3.5 110 122 48 42 6

7 124 133 41 37 4

14 25 35 23 18 5

21 13 18 12 8 4

28 18 23 15 11 4

50 37 57 29 21 8

144 41 60 27 18 9

430 33 46 19 15 4

1200 16 22 10 9 1

参加部門 コールサイン 局数 得点 マルチmulti1のカウントmulti2のカウント 合計

362 403 153 136 17 61,659

（内訳）

バンド 局数 得点 マルチ multi2のカウント

1.9 48 55 32 31 1

3.5 105 121 56 49 7

7 209 227 65 56 9

参加部門 コールサイン 局数 得点 マルチmulti1のカウントmulti2のカウント 合計

142 206 87 61 26 17,922

（内訳）

バンド 局数 得点 マルチ multi2のカウント

50 45 70 33 22 11

144 58 79 30 20 10

430 30 42 15 12 3

1200 9 15 9 7 2

参加部門 コールサイン 局数 得点 マルチmulti1のカウントmulti2のカウント 合計

214 301 178 143 35 53,578

（内訳）

バンド 局数 得点 マルチ multi2のカウント

1.9 3 6 3 3 0

3.5 59 71 41 36 5

7 55 62 34 32 2

14 8 15 12 7 5

21 8 13 10 7 3

28 14 23 15 11 4

50 17 28 16 13 3

144 23 39 25 16 9

430 22 36 17 13 4

1200 5 8 5 5 0

参加部門 CALL バンド 局数 得点 マルチ multi2のカウント 合計

府内局シングルオペ1.9MHz部門 JF3PGW 1.9 37 45 30 28 2 1,350

府内局シングルオペ3.5MHz部門 JK3LZI 3.5 94 115 58 47 11 6,670

府内局シングルオペ7MHz部門 JN3RAZ/3 7 190 214 67 57 10 14,338

府内局シングルオペ14MHz部門 JI6DUE/3 14 25 38 27 18 9 1,026

府内局シングルオペ21MHz部門 JI6DUE/3 21 28 43 24 16 8 1,032

府内局シングルオペ28MHz部門 JF3LGC 28 12 17 12 8 4 204

府内局シングルオペ50MHz部門 JH3FYC/3 50 46 65 30 21 9 1,950

府内局シングルオペ144MHz部門 JN3RAZ/3 144 74 100 31 22 9 3,100

府内局シングルオペ430MHz部門 JQ3BPQ/3 430 45 64 19 17 2 3,040 *2.5

府内局シングルオペ1200MHz部門 JF3LCH/3 1200 4 6 3 3 0 18

JL3JRY/3

府内局シングルオペマルチバンドB部門 JF3PLF

府内局シングルオペマルチバンドA部門

府内局マルチオペマルチバンド部門 JK3YXR

府内局シングルオペマルチバンドC部門 JR1UJX/3
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（２）第一マルチ詳細 
今回府内局の各部門入賞者のログについて、地域マルチを分析したものです。どのバンドでどこのエリアと

QSOしているかが分かります。マルチマップは列が地域で、入賞者がバンドごとに獲得したマルチの地域を*で示

しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 府内入賞局の方がQSOできていない地域マルチ
65回　綾部市、宮津市、上川、オホーツク、空知、釧路、日高、胆振、渡島、沖縄、小笠原
64回　舞鶴市、綾部市、宮津市、中京区、宗谷、留萌、根室、日高、檜山、渡島、山梨
63回　宗谷、留萌、根室、日高、檜山、徳島
62回　福知山、舞鶴市、宇治市、宮津市、向日市、京田辺市、船井郡、宗谷、川上、根室、檜山、渡島、山梨、沖縄
61回　舞鶴市、綾部市、船井郡、中京区、宗谷、留萌、根室、後志、十勝、日高、胆振、渡島、小笠原
60回　綾部市、城陽市、京田辺市、中京区　東山区　宗谷、留萌、根室、後志、日高、胆振、檜山、沖縄、小笠原
59回　綾部市、宮津市、相楽郡、東山区、宗谷、上川、オホーツク、根室、後志、釧路、日高、檜山、青森、宮崎
58回　福知山市、南丹市、宗谷、オホーツク、空知、根室、後志、釧路、留萌、日高、胆振、檜山、秋田、福井
57回　綾部市、久世郡、船井郡、東山区、宗谷、オホーツク、空知、根室、後志、日高、胆振、渡島、沖縄、小笠原
56回　長岡京市、宗谷、上川、根室、日高、胆振、檜山、徳島、沖縄、小笠原
55回　城陽市、宗谷、網走、空知、日高、山形、沖縄、小笠原
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1.9 JF3PGW * * * * * * * * *
JF3PLF * * * * * * * * *
JK3YXR/3 * * *
JL3JRY/3 * * * * * * * *

3.5 JF3PLF * * * * * * * * * * * * * * * * * *
JK3LZI * * * * * * * * * * * * * * *
JK3YXR/3 * * * * * * * * * * * * *
JL3JRY/3 * * * * * * * * * * * * * * *

7 JF3PLF * * * * * * * * * * * * * * * * * * * *
JK3YXR/3 * * * * * * *
JL3JRY/3 * * * * * * * * *
JN3RAZ/3 * * * * * * * * * * * * * * * * * * * *

14 JI6DUE/3 * * * * * * * * * * * *
JK3YXR/3 * * * * * *
JL3JRY/3 * * * * * * * * *

21 JI6DUE/3 * * * * * * * * * * *
JK3YXR/3 * * * *
JL3JRY/3 * * * * *

28 JF3LGC * * * * *
JK3YXR/3 * * * * * * *
JL3JRY/3 * * * * *

50 JH3FYC/3 * * * * * * * * * * * * *
JK3YXR/3 * * * * * * * * * *
JL3JRY/3 * * * * * * * * * * * * * * *
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144 JK3YXR/3 * * * * * * * * * * * * * *
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JL3JRY/3 * * * * * * * * * *
JQ3BPQ/3 * * * * * * * * * * * * *
JR1UJX/3 * * * * * * * *

1200 JK3YXR/3 * * *
JL3JRY/3 * * * * * *
JR1UJX/3 * * * * *
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1.9 JF3PGW * * * * * * * * * * * * * * * * * * * 28
JF3PLF * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * 31
JK3YXR/3 3
JL3JRY/3 * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * 29

3.5 JF3PLF * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * 49
JK3LZI * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * 47
JK3YXR/3 * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * 36
JL3JRY/3 * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * 42

7 JF3PLF * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * 56
JK3YXR/3 * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * 32
JL3JRY/3 * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * 37
JN3RAZ/3 * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * 57

14 JI6DUE/3 * * * * * * 18
JK3YXR/3 * 7
JL3JRY/3 * * * * * * * * * 18

21 JI6DUE/3 * * * * * 16
JK3YXR/3 * * * 7
JL3JRY/3 * * * 8

28 JF3LGC * * * 8
JK3YXR/3 * * * * 11
JL3JRY/3 * * * * * * 11

50 JH3FYC/3 * * * * * * * * 21
JK3YXR/3 * * * 13
JL3JRY/3 * * * * * * 21
JR1UJX/3 * * * * 22

144 JK3YXR/3 * * 16
JL3JRY/3 * * * * 18
JN3RAZ/3 * * * * * * 22
JR1UJX/3 * * * * 20

430 JK3YXR/3 * * * 13
JL3JRY/3 * * * * * 15
JQ3BPQ/3 * * * * 17
JR1UJX/3 * * * * 12

1200 JK3YXR/3 * * 5
JL3JRY/3 * * * 9
JR1UJX/3 * * 7

府内局総計 10 3 6 10 5 6 11 11 12 13 11 11 11 3 2 8 12 19 10 17 30 34 10 28 1 1 8 11 6 6 8 11 11 2 9 5 1 2 12 4 2 4 4 0 0 782

周
波
数
帯

　　　　　地域
　　　　マルチ

CALL

総
計

周
波
数
帯

　　　　　地域
　　　　マルチ

CALL
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昨年は舞鶴市、綾部市、宮津市、中京区、宗谷、留萌、根室、日高、檜山、渡島、山梨と 11 マルチでした。今年の

府内局の入賞者が QSO できていないマルチは、次のとおりです。府内では綾部市、宮津市の 2 市、8 エリアは、

上川、オホーツク、空知、釧路、日高、胆振、渡島の 7マルチ、あと沖縄、小笠原の 2マルチとなりました。 

これらのうち、綾部市は JR2WTZ/3は２QSOの記録があるものの、他のマルチは電子ログ提出者の全ログにも

QSO の記録はありませんでした。昨年に引き続き、宮津市は、QRV の記録がありませんでした。来年は乗り込み

組の方も含め京都府内の各局は全市区郡からの QRV よろしくお願い申し上げます。来年参加される皆さんは上

記のＱＲＶの可能性が少ない地域が聞こえてましたら、確実にマルチ獲得できるように頑張ってください。 

 

＜府外局＞ 
（３）ログの合計得点詳細 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

参加部門 コールサイン 局数 得点 マルチmulti1のカウントmulti2のカウント 合計

114 114 144 91 53 16,416

（内訳）

バンド 局数 得点 マルチ multi2のカウント

1.9 5 5 6 5 1

3.5 19 19 24 15 9

7 20 20 27 17 10

14 7 7 12 7 5

21 6 6 10 5 5

28 8 8 10 6 4

50 17 17 20 12 8

144 17 17 21 13 8

430 11 11 10 7 3

1200 4 4 4 4 0

参加部門 コールサイン 局数 得点 マルチmulti1のカウントmulti2のカウント 合計

58 58 82 52 30 4,756

（内訳）

バンド 局数 得点 マルチ multi2のカウント

1.9 7 7 7 6 1

3.5 17 17 20 13 7

7 15 15 21 14 7

14 3 3 6 3 3

21 5 5 10 5 5

28 3 3 5 3 2

50 5 5 7 5 2

144 3 3 6 3 3

参加部門 コールサイン 局数 得点 マルチmulti1のカウントmulti2のカウント 合計

47 47 60 37 23 2,820

（内訳）

バンド 局数 得点 マルチ multi2のカウント

3.5 19 19 21 14 7

7 22 22 28 17 11

14 6 6 11 6 5

参加部門 コールサイン 局数 得点 マルチmulti1のカウントmulti2のカウント 合計

42 42 54 36 18 2,268

（内訳）

バンド 局数 得点 マルチ multi2のカウント

1.9 7 7 7 6 1

3.5 17 17 22 14 8

7 18 18 25 16 9

府外局シングルオペマルチバンドA部門 JE3VRJ

府外局シングルオペマルチバンドA部門 JF2FIU

JG1CFO府外局シングルオペマルチバンドB部門

JR2AWS府外局シングルオペマルチバンドB部門
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※上記内容はコンピュータで得点、マルチを計算したもので、提出された書類と異なる場合があります。コンテスト結果（順位）等

が変化しない場合は、結果の訂正等は行っておりません。 

 

 

（４）第一マルチ詳細 
府内局同様、府外局入賞者のログについて、地域マルチを分析したものです。昨年の府外局入賞者で QSOでき

ていない地域は綾部市、宮津市、城陽市、中京区の 4市区となっていましたが、今年は、舞鶴市、綾部市、宮津市、

与謝郡の 4市郡となっています。 

京都コンテストにおいては、福知山市、船井郡、与謝野郡は特にレアな地域となっており、ＱＲＶ数が限られてい

ます。その次に綾部市、南丹市、久世郡、上京区がレアな地域となっています。QRVしている局を見つけた場合は、

確実にQSOしておきたい地域です。府内局は全地域運用できるよう積極的なＱＲＶよろしくお願いします。 

参加部門 コールサイン 局数 得点 マルチmulti1のカウントmulti2のカウント 合計

40 40 53 32 21 2,120

（内訳）

バンド 局数 得点 マルチ multi2のカウント

3.5 8 8 12 7 5

50 16 16 20 12 8

144 16 16 21 13 8

参加部門 コールサイン 局数 得点 マルチmulti1のカウントmulti2のカウント 合計

14 14 17 12 5 238

（内訳）

バンド 局数 得点 マルチ multi2のカウント

50 6 6 7 4 3

144 4 4 5 4 1

430 4 4 5 4 1

参加部門 コールサイン 局数 得点 マルチmulti1のカウントmulti2のカウント 合計

15 15 24 15 9 360

（内訳）

バンド 局数 得点 マルチ multi2のカウント

7 7 7 12 7 5

14 2 2 3 2 1

21 2 2 4 2 2

28 2 2 3 2 1

50 1 1 1 1 0

430 1 1 1 1 0

参加部門 CALL バンド 局数 得点 マルチ multi2のカウント 合計

府外局シングルオペ1.9MHz部門 JR2MIO/2 1.9 8 8 8 7 1 64

府外局シングルオペ1.9MHz部門 JQ1UXN 1.9 6 6 7 6 1 42

府外局シングルオペ3.5MHz部門 JR2MIO/2 3.5 19 19 24 15 9 456

府外局シングルオペ3.5MHz部門 JR6CSY 3.5 19 19 22 14 8 418

府外局シングルオペ3.5MHz部門 JH4FUF 3.5 18 18 22 14 8 396

府外局シングルオペ7MHz部門 JR6CSY 7 20 20 27 17 10 540

府外局シングルオペ7MHz部門 JH0FOG 7 18 18 27 17 10 486

府外局シングルオペ7MHz部門 JR1AKD/1 7 18 18 23 15 8 414

府外局シングルオペ14MHz部門 JA2FSM 14 6 6 10 6 4 60

府外局シングルオペ21MHz部門 JR3AAZ 21 10 10 14 8 6 140

府外局シングルオペ28MHz部門 JR3AAZ 28 10 10 12 7 5 120

府外局シングルオペ50MHz部門 JA3WDL 50 16 16 23 15 8 368

府外局シングルオペ144MHz部門 JA3WDL 144 17 17 22 13 9 374

府外局シングルオペ430MHz部門 JP3TXP/3 430 21 21 18 13 5 378

府外局シングルオペ1200MHz部門 JP3TXP/3 1200 11 11 12 9 3 132

府外局シングルオペマルチバンドB部門 JA3HZR

JA2YGP

府外局シングルオペマルチバンドC部門 JH4PUL/3

府外局マルチオペマルチバンド部門
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7．過去の入賞者の得点推移 
第 55回（2011年）から第 65回（2021年）までの各部門第 1位の得点の推移を今回まとめてみました。第 55回

は国民文化祭の記念局による特別ルールと 2016 年は京都コンテスト 60 周年記念の特別ルールのため V/UHF

は例年と比較できない得点となっていますが、入賞するための目安の得点としてください。 

 

（１）府内入賞局と入賞局の得点推移表及び推移グラフ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第55回
(2011年)

第56回
(2012年)

第57回
(2013年)

第58回
(2014年)

第59回
(2015年)

第60回
(2016年)

第61回
(2017年)

第62回
(2018年)

第63回
(2019年)

第64回
(2020年)

第65回
(2021年)

平均得点

197,120 143,321 153,882 189,571 160,992 202,019 195,160 97,240 161,190 168,210 148,736 165,222

IA (JI3JWV) (JI3JWV) (JI3JWV) (JI3JWV) (JI3JWV) (JI3JWV) (JR2MIO/3) (JR2MIO/3) (JL3JRY/3) (JL3JRY/3) (JL3JRY/3)
49,067 53,067 53,760 58,247 47,950 59,432 56,794 31,250 43,920 41,814 61,659 50,633

IB
49,067

(JH4PUL/3)
53,067

(JA3QOS)
53,760

(JK3HFN/3)
58,247

(JK3HFN/3)
47,950

(JK3HFN/3)
59,432

(JK3HFN/3)
56,794

(JK3HFN/3)
31,250

(JJ2DWL/3)
43,920

(JK3HFN/3)
41,814

(JK3HFN/3) (JF3PLF)
35,226 15,826 18,094

(JI3CSH)
16,401

(JI1JRE/3)
14,060

(JI3CSH)
20,916

(JA9XAT/3)
3,741

(JF3LEO)
― 7,336

(JP3KPJ/3)
19,760

(JR1UJX/3)
17,922 16,928

IC
35,226

(JI3CSH)
15,826

(JJ2DWL/3)
18,094

(JI3CSH)
16,401

(JI1JRE/3)
14,060

(JI3CSH)
20,916

(JA9XAT/3)
3,741

(JF3LEO) ―
7,336

(JP3KPJ/3)
19,760

(JR1UJX/3) (JR1UJX/3)
10,366

(JA3YKE)
110,019

(JA3YQD/3)
131,274

(JA3YQD)
190,530

(JA3YQD)
69,190

(JA3YQD)
1,624

(JA3YOF)
135,024

(JA3YQD)
46,315

(JA3YQD)
117,789

(JA3YQD)
26,208

(JK3YXR)
53,578 81,083

IM
10,366

(JA3YKE)
110,019

(JA3YQD/3)
131,274

(JA3YQD)
190,530

(JA3YQD)
69,190

(JA3YQD)
1,624

(JA3YOF)
135,024

(JA3YQD)
46,315

(JA3YQD)
117,789

(JA3YQD)
26,208

(JK3YXR) (JK3YXR/3)
2,628

(JH3BUM)
1,008

(JH3QNH)
1,953

(JK2XXK/3)
2,516

(JH4PUL/3)
1,352

(JH4PUL/3)
2,800

(JH4PUL/3)
― 1,428

(JF3PGW)
2,294

(JL3RNZ/3)
2,405

(JH3QNH)
1,350 1,973

I19
2,628

(JH3BUM)
1,008

(JH3QNH)
1,953

(JK2XXK/3)
2,516

(JH4PUL/3)
1,352

(JH4PUL/3)
2,800

(JH4PUL/3) ―
1,428

(JF3PGW)
2,294

(JL3RNZ/3)
2,405

(JH3QNH) (JF3PGW)
3,608

(JK3LZI)
6,625

(JF3DOK)
7,280

(JI6DUE/3)
7,638

(JK3LZI)
6,837

(JF3DOK)
6,820

(JF3DOK)
7,467

(JK3LZI)
3,354

(JK3LZI)
5,936

(JH3QNH)
7,316

(JH3QNH)
6,670 6,323

I35
3,608

(JK3LZI)
6,625

(JF3DOK)
7,280

(JI6DUE/3)
7,638

(JK3LZI)
6,837

(JF3DOK)
6,820

(JF3DOK)
7,467

(JK3LZI)
3,354

(JK3LZI)
5,936

(JH3QNH)
7,316

(JH3QNH) (JK3LZI)
10,858

(JK3LZI)
11,392

(JF3DOK)
12,648

(JF3DOK)
11,277

(JR3RIY/3)
10,974

(JN3XEZ)
12,660

(JP2XYT/3)
12,090

(JP1LJH/3)
3,680

(JS3OSI)
8,845

(JF3DOK)
7,056

(JF3DOK)
14,338 10,529

I7
10,858

(JK3LZI)
11,392

(JF3DOK)
12,648

(JF3DOK)
11,277

(JR3RIY/3)
10,974

(JN3XEZ)
12,660

(JP2XYT/3)
12,090

(JP1LJH/3)
3,680

(JS3OSI)
8,845

(JF3DOK)
7,056

(JF3DOK) (JN3RAZ/3)
760

(JL3CRS)
640

(JL3CRS)
560

(JL3CRS)
1,204

(JA3QOS)
1,008

(JA3QOS)
216

(JN3XEZ)
1,400

(JA3QOS)
― 1,118

(JA3QOS)
630

(JA3QOS)
1,026 856

I14
760

(JL3CRS)
640

(JL3CRS)
560

(JL3CRS)
1,204

(JA3QOS)
1,008

(JA3QOS)
216

(JN3XEZ)
1,400

(JA3QOS) ―
1,118

(JA3QOS)
630

(JA3QOS) (JI6DUE/3)
1,512

(JL3CRS)
1,269

(JL3CRS)
72

(JH3XCU/3)
1,925

(JA3QOS)
168

(JP2XYT/3)
― 646

(JI6DUE/3)
432

(JL3YGS/3)
722

(JA3QOS)
880

(JI6DUE/3)
1,032 787

I21
1,512

(JL3CRS)
1,269

(JL3CRS)
72

(JH3XCU/3)
1,925

(JA3QOS)
168

(JP2XYT/3) ―
646

(JI6DUE/3)
432

(JL3YGS/3)
722

(JA3QOS)
880

(JI6DUE/3) (JI6DUE/3)
1,008

(JN3XEZ)
651

(JN3XEZ)
666

(JL3CRS)
1,035

(JI6DUE/3)
1,222

(JA3QOS)
330

(JN3XEZ)
1,704

(JI3MCM)
48

(JH4JAE/3)
1,034

(JL3YGS/3)
231

(JN3XEZ)
204 739

I28
1,008

(JN3XEZ)
651

(JN3XEZ)
666

(JL3CRS)
1,035

(JI6DUE/3)
1,222

(JA3QOS)
330

(JN3XEZ)
1,704

(JI3MCM)
48

(JH4JAE/3)
1,034

(JL3YGS/3)
231

(JN3XEZ) (JF3LGC)
3,589

(JI3LYG/3)
2,448

(JH3FYC/3)
2,250

(JH3FYC/3)
2,336

(JH3FYC/3)
2,343

(JS3UAB/3)
2,752

(JS3UAB/3)
464

(JJ3RDH)
544

(JH3FYC/3)
2,204

(JH4RAL/3)
2,106

(JI6DUE/3)
1,950 2,090

I50
3,589

(JI3LYG/3)
2,448

(JH3FYC/3)
2,250

(JH3FYC/3)
2,336

(JH3FYC/3)
2,343

(JS3UAB/3)
2,752

(JS3UAB/3)
464

(JJ3RDH)
544

(JH3FYC/3)
2,204

(JH4RAL/3)
2,106

(JI6DUE/3) (JH3FYC/3)
4,212

(JO3OOP/3)
2,044

(JN3RAZ/3)
2,706

(JO3UBN/3)
1,728

(JO3GBD/3)
2,400

(JR3FOS)
3,040

(JN3RAZ/3)
1,917

(JR3FOS)
1140

(JH3QNH)
1,679

(JN3RAZ/3)
2,346

(JN3RAZ/3)
3,100 2,392

I144
4,212

(JO3OOP/3)
2,044

(JN3RAZ/3)
2,706

(JO3UBN/3)
1,728

(JO3GBD/3)
2,400

(JR3FOS)
3,040

(JN3RAZ/3)
1,917

(JR3FOS)
1140

(JH3QNH)
1,679

(JN3RAZ/3)
2,346

(JN3RAZ/3) (JN3RAZ/3)
1,800

(JG3DOR/3)
578

(JA3MIB)
988

(JF4CAD/3)
1967

(JP3DVB/3※2)
816

(JI6DUE/3)
2,950

(JP3LWI/3※3)
1,311

(JI6DUE/3)
987

(JL3YGS/3)
1,380

(JF3LCH/3)
1,080

(JQ3PHH/3)
3,040 1,536

I430
1,800

(JG3DOR/3)
578

(JA3MIB)
988

(JF4CAD/3)
1967

(JP3DVB/3※2)
816

(JI6DUE/3)
2,950

(JP3LWI/3※3)
1,311

(JI6DUE/3)
987

(JL3YGS/3)
1,380

(JF3LCH/3)
1,080

(JQ3PHH/3) (JQ3BPQ/3※2)
364

(JH3XCU/3)
140

(JH3XCU/3)
286

(JH3XCU/3)
390

(JA9XAT/3)
152

(JN1GYM/3)
― 54

(JP2XYT/3)
54

(JN1GYM/3)
252

(JF3LCH/3)
384

(JL3SVF/3)
18 190

I1200
364

(JH3XCU/3)
140

(JH3XCU/3)
286

(JH3XCU/3)
390

(JA9XAT/3)
152

(JN1GYM/3) ―
54

(JP2XYT/3)
54

(JN1GYM/3)
252

(JF3LCH/3)
384

(JL3SVF/3) (JF3LCH/3)
― ― ― ― ― ― ― ― ― 120

(JA9-3191/3)
― 120

ISWL
120

(JA9-3191/3)
※１　ニューカマー係数が3
※２　ニューカマー係数が2.5（小数点以下を四捨五入）
※３　ニューカマー係数が1.5（小数点以下を四捨五入）

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31
福
知
山
市
 
C
0
2

舞
鶴
市
 
C
0
3

綾
部
市
 
C
0
4

宇
治
市
 
C
0
5

宮
津
市
 
C
0
6

亀
岡
市
 
C
0
7

城
陽
市
 
C
0
8

長
岡
京
市
 
C
0
9

向
日
市
 
C
1
0

八
幡
市
 
C
1
1

京
田
辺
市
 
C
1
2

京
丹
後
市
 
C
1
3

南
丹
市
 
C
1
4

木
津
川
市
 
C
1
5

乙
訓
郡
 
G
0
3

久
世
郡
 
G
0
6

相
楽
郡
 
G
0
8

綴
喜
郡
 
G
1
0

船
井
郡
 
G
1
2

与
謝
郡
 
G
1
4

北
区
 
W
0
1

上
京
区
 
W
0
2

左
京
区
 
W
0
3

中
京
区
 
W
0
4

東
山
区
 
W
0
5

下
京
区
 
W
0
6

南
区
 
W
0
7

右
京
区
 
W
0
8

伏
見
区
 
W
0
9

山
科
区
 
W
1
0

西
京
区
 
W
1
1

JE3VRJ * * * * * 5
JF2FIU * * * * * * 6
JQ1UXN * * * * * * 6
JR2AWS * * * * * * 6
JR2MIO/2 * * * * * * * 7
JA3HZR * * * * * * * 7
JE3VRJ * * * * * * * * * * * * * * * 15
JF2FIU * * * * * * * * * * * * * 13
JG1CFO * * * * * * * * * * * * * * 14
JH4FUF * * * * * * * * * * * * * * 14
JR2AWS * * * * * * * * * * * * * * 14
JR2MIO/2 * * * * * * * * * * * * * * * 15
JR6CSY * * * * * * * * * * * * * * 14
JA2YGP * * * * * * * 7
JE3VRJ * * * * * * * * * * * * * * * * * 17
JF2FIU * * * * * * * * * * * * * * 14
JG1CFO * * * * * * * * * * * * * * * * * 17
JH0FOG * * * * * * * * * * * * * * * * * 17
JR1AKD/1 * * * * * * * * * * * * * * * 15
JR2AWS * * * * * * * * * * * * * * * * 16
JR6CSY * * * * * * * * * * * * * * * * * 17
JA2FSM * * * * * * 6
JA2YGP * * 2
JE3VRJ * * * * * * * 7
JF2FIU * * * 3
JG1CFO * * * * * * 6
JA2YGP * * 2
JE3VRJ * * * * * 5
JF2FIU * * * * * 5
JR3AAZ * * * * * * * * 8
JA2YGP * * 2
JE3VRJ * * * * * * 6
JF2FIU * * * 3
JR3AAZ * * * * * * * 7
JA2YGP * 1
JA3HZR * * * * * * * * * * * * 12
JA3WDL * * * * * * * * * * * * * * * 15
JE3VRJ * * * * * * * * * * * * 12
JF2FIU * * * * * 5
JH4PUL/3 * * * * 4
JA3HZR * * * * * * * * * * * * * 13
JA3WDL * * * * * * * * * * * * * 13
JE3VRJ * * * * * * * * * * * * * 13
JF2FIU * * * 3
JH4PUL/3 * * * * 4
JA2YGP * 1
JE3VRJ * * * * * * * 7
JH4PUL/3 * * * * 4
JP3TXP/3 * * * * * * * * * * * * * 13
JE3VRJ * * * * 4
JF3LCH/3 * * 2
JP3TXP/3 * * * * * * * * * 9

20 0 0 15 0 22 13 21 13 6 33 16 23 28 11 12 43 16 1 0 7 1 34 2 9 15 12 29 1 25 25 ##

1.9

3.5

7

14

28

430

1200

21

50

144

周
波
数
帯

　　　　　地域
　　　　マルチ

CALL

総
計

　　　　　　　（福知山市、宮津市、長岡京市、南丹市、久世郡、与謝郡、上京区）
55回　城陽市、上京区

60回　綾部市、京田辺市、船井郡、中京区、東山区

59回　綾部市、宮津市、綴喜郡、船井郡、与謝郡、東山区

58回　福知山市、南丹市、船井郡、上京区,
57回　綾部市、久世郡、与謝郡、東山区

56回　福知山市、宮津市、長岡京市、南丹市、久世郡、与謝郡、上京区

64回　綾部市、宮津市、城陽市、中京区
63回　舞鶴市、南丹市、上京区、山科区
62回　福知山市、宇治市、宮津市、向日市、京田辺市、久世郡、船井郡、与謝郡、南区、伏見区、山科区
61回　福知山市、綾部市、向日市、南丹市、久世郡、船井郡、山科区

65回　舞鶴市、綾部市、宮津市、与謝郡
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IA 部門は３年間連続で JL3JRY/3 が 1 位入賞をキープとなりました。2 位の JA3UWB とは、100,000 ポイント強の

点差となりました。また IB 部門は２年間連続で首位をキープしていました JK3HFN/3 に代わって JF3PLF が、

16,000ポイントの差をつけ 1位となりました。来年の IBはどうなるのでしょうか？ HFNが再度、首位奪還をするの

でしょうか。とても楽しみです。IC部門では、昨年に引き続き、JR1UJX/3が 1位、JP3KPJが、5,500ポイント差で 2

位となっています。来年の KPJの追い上げを期待したいと思います。I M部門は昨年に続き JK3YXR、平安京クラ

ブが、優勝しました。その他のバンドで 1位と 2位が僅差だったのは、144MHz部門の J JN3RAZ/3 と JQ3BHL/3

の 130ポイント差でした。その他のバンドですが今年は、SWL部門の参加者がいませんでした。来年も入賞を目指

して、参加する部門の選定をお願いします。各局、来年も入賞めざして頑張ってください。 

 

＜各部門の得点の変化＞ 
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I50 I144
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（２）府外入賞局と入賞局の得点推移表及び推移グラフ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

今年もOA部門の1位はJE3VRJが独走状態です。2位はJF2FIUで、12,000ポイント弱の差になっています。またOB

部門は昨年に引き続きJG1CFOが1位、JR2AWSは500ポイント強の差で2位、3位はJA3HZRが2位に150ポイント弱

の差となっています。府内局がQRVが少ない中OB部門は、毎回混戦で下剋上の激しい部門です。OCは、毎年1

位が入れ替わり状態になっており、1位の局が固定化されていないため感張れば入賞できる可能性が大きいと思

います。OMは、JA2YGPが５年連続で入賞しています。今年も1局のみのエントリーでした。来年もライバル局は現

れないのでしょうか。その他のバンドで入賞局と、惜しくも入賞を逃した局が僅差だったのは、1.9MHz部門2位の

JQ1UXNと3位のJA4FPWの同ポイントで最終QSO時刻による差です。京都府内局の参加局が少ない分、いかに

早く府内局を見つけ確実にQSOを行うかが勝敗の分け目になります。来年もぜひ入賞目指して頑張ってください。 

 
＜各部門の得点の変化＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第55回
(2011年)

第56回
(2012年)

第57回
(2013年)

第58回
(2014年)

第59回
(2015年)

第60回
(2016年)

第61回
(2017年)

第62回
(2018年)

第63回
(2019年)

第64回
(2020年)

第65回
(2021年)

平均得点

21,423
(JE3VRJ)

18,450
(JR3SZZ/3)

14,351
(JE3VRJ)

15,840
(JA3RSJ)

11,800
(JE3VRJ)

53,650
(JE3VRJ)

16,506
(JE3VRJ)

5,229
(JA3GJQ)

10,120
(JE3VRJ)

14,224
(JE3VRJ)

16,416 18,001

OA
21,423

(JE3VRJ)
18,450

(JR3SZZ/3)
14,351

(JE3VRJ)
15,840

(JA3RSJ)
11,800

(JE3VRJ)
53,650

(JE3VRJ)
16,506

(JE3VRJ)
5,229

(JA3GJQ)
10,120

(JE3VRJ)
14,224

(JE3VRJ) (JE3VRJ)
7,630

(JR2AWS)
2,430

(JR2AWS)
2,907

(JA5CBU)
3,402

(JR2AWS)
2,900

(JA3HZR)
7,260

(JG1CFO)
2,295

(JA3HZR)
1,394

(JG1CFO)
2,784

(JE8KGH)
2,610

(JG1CFO)
2,820 3,494

OB
7,630

(JR2AWS)
2,430

(JR2AWS)
2,907

(JA5CBU)
3,402

(JR2AWS)
2,900

(JA3HZR)
7,260

(JG1CFO)
2,295

(JA3HZR)
1,394

(JG1CFO)
2,784

(JE8KGH)
2,610

(JG1CFO) (JG1CFO)
4,374

(JL3WXS/3)
864

(JH3SKC)
1,517

(JA3AER)
440

(JL3WXS)
3,780

(JA9XAT/3)
1,568

(JA3IAS)
420

(JR3CBX)
304

(JA7LLL)
56

(JA3KYS)
2,200

(JR3EDI)
238 1,433

OC
4,374

(JL3WXS/3)
864

(JH3SKC)
1,517

(JA3AER)
440

(JL3WXS)
3,780

(JA9XAT/3)
1,568

(JA3IAS)
420

(JR3CBX)
304

(JA7LLL)
56

(JA3KYS)
2,200

(JR3EDI) (JH4PUL/3)
1,028

(JA2YGP)
6,090

(JL3YJL/3)
6,888

(JA3YAA/3)
15,840

(JA3YAA/3)
1,200

(JA2YGP)
17,390

(JJ2YKZ)
910

(JA2YGP)
8

(JA2YGP)
999

(JA2YGP)
667

(JA2YGP)
360 4,671

OM
1,028

(JA2YGP)
6,090

(JL3YJL/3)
6,888

(JA3YAA/3)
15,840

(JA3YAA/3)
1,200

(JA2YGP)
17,390

(JJ2YKZ)
910

(JA2YGP)
8

(JA2YGP)
999

(JA2YGP)
667

(JA2YGP) (JA2YGP)
405

(JA4GWE)
117

(JA4GWE)
99

(JA4GWE)
132

(JA4GWE)
56

(JJ5LLP)
300

(JA4GWE)
81

(JA6GCE)
64

(JA0DVE)
56

(JR1MEG/1)
143

(JR2AWS)
64 138

O19
405

(JA4GWE)
117

(JA4GWE)
99

(JA4GWE)
132

(JA4GWE)
56

(JJ5LLP)
300

(JA4GWE)
81

(JA6GCE)
64

(JA0DVE)
56

(JR1MEG/1)
143

(JR2AWS) (JR2MIO/2)
1,080

(JH4FUF)
300

(JR3AAZ)
450

(JH1HZV)
320

(JR8BMW/1)
221

(JR1MEG/1)
1,056

(JH4FUF)
255

(JH4FUF)
252

(JE3VRJ)
221

(JR1MEG/1)
500

(JR6CSY)
456 463

O35
1,080

(JH4FUF)
300

(JR3AAZ)
450

(JH1HZV)
320

(JR8BMW/1)
221

(JR1MEG/1)
1,056

(JH4FUF)
255

(JH4FUF)
252

(JE3VRJ)
221

(JR1MEG/1)
500

(JR6CSY) (JR2MIO/2)
1,364

(JF2WME)
725

(JF2WME)
899

(JE6DND)
928

(JG2MIZ)
650

(JG2MIZ)
1,272

(JG2MIZ)
506

(JR6CSY)
350

(JJ1HFX※2)
525

(JM6EKY)
624

(JR6CSY)
540 762

O7
1,364

(JF2WME)
725

(JF2WME)
899

(JE6DND)
928

(JG2MIZ)
650

(JG2MIZ)
1,272

(JG2MIZ)
506

(JR6CSY)
350

(JJ1HFX※2)
525

(JM6EKY)
624

(JR6CSY) (JR6CSY)
234

(JO3DDD)
42

(JM2RUV)
9

(JO3DDD)
192

(JR8QFG)
80

(JK8PBO)
210

(JK8PBO)
90

(JK3NSD)
2

(JJ5LLP)
24

(JA1AFR)
4

(JA3OEA)
60 86

O14
234

(JO3DDD)
42

(JM2RUV)
9

(JO3DDD)
192

(JR8QFG)
80

(JK8PBO)
210

(JK8PBO)
90

(JK3NSD)
2

(JJ5LLP)
24

(JA1AFR)
4

(JA3OEA) (JA2FSM)
480

(JE2HXL/2)
224

(JR3AAZ)
120

(JA3IUB)
176

(JR3AAZ)
99

(JR3AAZ)
4

(JH3DMQ)
121

(JR3AAZ)
40

(JR3AAZ)
96

(JR3AAZ)
108

(JE2HXL/2)
140 146

O21
480

(JE2HXL/2)
224

(JR3AAZ)
120

(JA3IUB)
176

(JR3AAZ)
99

(JR3AAZ)
4

(JH3DMQ)
121

(JR3AAZ)
40

(JR3AAZ)
96

(JR3AAZ)
108

(JE2HXL/2) (JR3AAZ)
735

(JA3IUB)
80

(JA3IUB)
110

(JA3IUB)
208

(JR3AAZ)
72

(JA3IUB)
99

(JR3AAZ)
121

(JR3AAZ)
48

(JR3AAZ)
117

(JR3AAZ)
90

(JR3AAZ)
120 164

O28
735

(JA3IUB)
80

(JA3IUB)
110

(JA3IUB)
208

(JR3AAZ)
72

(JA3IUB)
99

(JR3AAZ)
121

(JR3AAZ)
48

(JR3AAZ)
117

(JR3AAZ)
90

(JR3AAZ) (JR3AAZ)
1,040

(JG3LDD/3)
56

(JA3EVA)
240

(JA3EVA)
506

(JO3UBN/3)
117

(JI2XIU)
324

(JA3HZR)
210

(JG3WDN)
108

(JG3WDN)
196

(JG3WDN)
304

(JE2HXL/2)
368 315

O50
1,040

(JG3LDD/3)
56

(JA3EVA)
240

(JA3EVA)
506

(JO3UBN/3)
117

(JI2XIU)
324

(JA3HZR)
210

(JG3WDN)
108

(JG3WDN)
196

(JG3WDN)
304

(JE2HXL/2) (JA3WDL)
1,232

(JG3LDD/3)
182

(JN3ANO)
420

(JN3ANO)
360

(JO3UBN/3)
285

(JN3ANO)
768

(JN3ANO)
195

(JN3ANO)
60

(JN3ANO)
180

(JN3ANO)
121

(JO3RUL)
374 380

O144
1,232

(JG3LDD/3)
182

(JN3ANO)
420

(JN3ANO)
360

(JO3UBN/3)
285

(JN3ANO)
768

(JN3ANO)
195

(JN3ANO)
60

(JN3ANO)
180

(JN3ANO)
121

(JO3RUL) (JA3WDL)
416

(JF3LCH/3)
238

(JF2OHQ/3)
195

(JF2OHQ/3)
240

(JF2OHQ/3)
108

(JF2OHQ/3)
450

(JG3DOR/3)
121

(JA3CES)
42

(JH3DYD)
234

(JP3TXP※3)
320

(JF3LCH/3)
378 249

O430
416

(JF3LCH/3)
238

(JF2OHQ/3)
195

(JF2OHQ/3)
240

(JF2OHQ/3)
108

(JF2OHQ/3)
450

(JG3DOR/3)
121

(JA3CES)
42

(JH3DYD)
234

(JP3TXP※3)
320

(JF3LCH/3) (JP3TXP/3)
154

(JA3XJT/3)
49

(JR3CNQ)
108

(JA3XJT/3)
― 30

(JF2OHQ/3)
9

(JA3XJT/3)
4

(JE2OTM/3)
20

(JA3IUB)
38

(JP3TXP※３)
72

(JF3LCH/3)
132 72

O1200
154

(JA3XJT/3)
49

(JR3CNQ)
108

(JA3XJT/3) ―
30

(JF2OHQ/3)
9

(JA3XJT/3)
4

(JE2OTM/3)
20

(JA3IUB)
38

(JP3TXP※３)
72

(JF3LCH/3) (JP3TXP/3)
5,890 1,064 1,248 3,078 475 3,239 775 4 187 187 2,537 1,699

OSWL (JA2-34526) (JA4-37294) (JI1LHT) (JA1-22825) (JJ0BTG) (JA4-37294) (JA4-37294) (JA7AMK/SWL) (JA4-37294) (JA8-6290) (JA2-8673)
※１　ニューカマー係数が3
※２　ニューカマー係数が2.5（小数点以下を四捨五入）
※３　ニューカマー係数が1.5（小数点以下を四捨五入）
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８．ログ記入上の注意 
折角ログを提出して頂いても、失格になっては大変残念です。これまでで、一番多かった失格理由は、送信コン

テストナンバーが正しく記載されていないことによるものでした。以下、失格の事例です。ログ提出の際は、今一度、

誤りがないかご確認ください。 

 

１．都道府県の送信マルチが記載されていない。 599___HN  

２．都道府県の送信マルチが都道府県ナンバーになっている。 59925HN 

３．紙ログで RSTが先頭の局のみ記載。最後の局まで記載されていない。 

 

また、京都コンテストは、他のコンテストと異なり、1 つの局が複数の部門にエントリーすることが可能です。通常

JARL では最新版の提出ログをエントリー部門としています。 京都コンテストでは訂正やエントリー部門の変更で

３部門以上のログを送信した場合は、最新の提出ログのコメント欄に必ず、自分のエントリーする部門を記載してく

ださい。どの部門にエントリーするか記載がない場合は、失格になる場合があります。 

また、サマリーシートとログシートの整合性が取れていないログ提出が見られました。サマリーシートは、ログシ

ートがサマリー（集計）されたシートと考えますので、サマリーシート、ログシートの内容が異なる場合、京都コンテ

ストでは審査することができません。 

サマリーシートに記載されていないバンドの交信は、ログシートに記載しない、もしくは記載した場合は、コメント

欄にはエントリー以外のログはチェックログであることを明示し、必ず得点は「0」、マルチ欄は空白で提出を行って

ください。 

 

（正しい記入例 1） 

<CATEGORYCODEO35</CATEGORYCODE 

<CATEGORYNAME 府外局シングルオペ 3.5MHz</CATEGORYNAME 

<CALLSIGNJH1●▲■</CALLSIGN 

<SCORE BAND=3.5MHz14,28,14</SCORE 

<SCORE BAND=TOTAL14,28,14</SCORE 

<TOTALSCORE392</TOTALSCORE 

： 

<LOGSHEET TYPE=HLTST7.6.0 

MM/DD HH:MM CallSign   Rst  Sent   Rst Rcv  Multi  P  MHz  Mode 

---------------------------------------------------------------------- 

02/02 20:33 JA4ABC/3   599 TKHT   599C11HK  C11    1   3.5 CW   
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02/02 20:40 JA3ABC     599 TKHT   599C09AH  C09    1   3.5 CW   

02/02 20:44 JI3ABC/3   599 TKHT   599C09452 C09452 1   3.5 CW   

                        : 

02/02 20:51 JA3YAB     599 TKHT   599GO8632 GO8632 1   3.5 CW   

</LOGSHEET 

 

（正しい記入例 2） 

<CATEGORYCODEO35</CATEGORYCODE 

<CATEGORYNAME 府外局シングルオペ 3.5MHz</CATEGORYNAME 

<CALLSIGNJH1●▲■</CALLSIGN 

<SCORE BAND=3.5MHz14,28,14</SCORE 

<SCORE BAND=TOTAL14,28,14</SCORE 

<TOTALSCORE392</TOTALSCORE 

： 

<COMMENTS7MHz はチェックログとして記載します。</COMMENTS 

 

<LOGSHEET TYPE=HLTST7.6.0 

MM/DD HH:MM CallSign   Rst  Sent   Rst Rcv  Multi  P  MHz  Mode 

---------------------------------------------------------------------- 

02/02 20:33 JA4ABC/3   599 TKHT   599C11HK  C11    1   3.5 CW   

02/02 20:40 JA3ABC     599 TKHT   599C09AH  C09    1   3.5 CW   

02/02 20:44 JI3ABC/3   599 TKHT   599C09452 C09452 1   3.5 CW   

                        : 

02/02 20:51 JA3YAB     599 TKHT   599GO8632 GO8632 1   3.5 CW   

02/03 13:30 JA3YAB     599 TKHT   599GO8632        0     7 CW   

02/03 13:34 JA3ABC     599 TKHT   599C09AH         0     7 CW   

02/03 13:40 JA4ABC/3   599 TKHT   599C11HK         0     7 CW   

; 

02/03 15:00 JA3ABB/3   599 TKHT   599GO8TT         0     7 CW     

</LOGSHEET 

 

（誤った記入例１） 

<CATEGORYCODEO35</CATEGORYCODE 

<CATEGORYNAME 府外局シングルオペ 3.5MHz</CATEGORYNAME 

<CALLSIGNJH1●▲■</CALLSIGN 

<SCORE BAND=3.5MHz14,28,14</SCORE 

<SCORE BAND=TOTAL14,28,14</SCORE 

<TOTALSCORE392</TOTALSCORE 

： 

<COMMENTS</COMMENTS 

<LOGSHEET TYPE=HLTST7.6.0 

MM/DD HH:MM CallSign   Rst  Sent   Rst Rcv  Multi  P  MHz  Mode 

---------------------------------------------------------------------- 

02/02 20:33 JA4ABC/3   599 TKHT   599C11HK  C11    1   3.5 CW   

02/02 20:40 JA3ABC     599 TKHT   599C09AH  C09    1   3.5 CW   

02/02 20:44 JI3ABC/3   599 TKHT   599C09452 C09452 1   3.5 CW   

                        : 

02/02 20:51 JA3YAB     599 TKHT   599GO8632 GO8632 1   3.5 CW   

02/03 13:30 JA3YAB     599 TKHT   599GO8632 GO8632 1     7 CW   

02/03 13:34 JA3ABC     599 TKHT   599C09AH  C09    1     7 CW   

02/03 13:40 JA4ABC/3   599 TKHT   599C11HK  C11    1     7 CW   

; 

02/03 15:00 JA3ABB/3   599 TKHT   599GO8TT  G08    1     7 CW     

</LOGSHEET 
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― コンテスト参戦記編集にあたり ― 

 

  今年も京都コンテスト入賞者から「入賞の秘訣とコンテストを楽しめるノウハウ」を伺

い、来年以降の京都コンテスト参加者に「入賞できる運用方法」としてご参考にしてい

ただければと思い上位入賞者に寄稿のご協力をお願いしました。寄稿頂いた局長様

にはこの場をお借りして御礼申し上げます。 

 

 ------------------------------- 以下回答です。   ----------------------------- 

■府内局シングルオペマルチバンド A 部門 優勝 JL3JRY 屋田 純喜 様 

 

・コールサイン JL3JRY/3 

・使用機材 リグ：IC-756 IC-820 TM-833、アンテナ：1.9-7MHZ（トラップ D.P）14-28MHZ

（ギボシ D.P） 50MHZ(HB9CV) 144-1200MHZ（ＧＰ）、パソコン：ノートＰＣ 

・なぜこの部門を選んだか マルチＡでの優勝を目指す目的と、京都コンテストは時間別

で各バンドが開催されるため、どの時間帯も気が抜けないというコンテストならではの

スリリング感が楽しめるため。 

・獲得目標 マルチＡでの優勝を目指す 

・改善，強化点 いかに局数をのばすか。コンテスト入賞の鍵は運用地のロケーションと

アンテナとなります。今年は、特に京都コンテストに合わせたアンテナ構成について  

検討・改善し臨みました。 

・準備 京都コンテストは、土曜日 20時から 3.5MHZがスタートします。今年は昼過ぎに

出発しました。今回は 1.8MHzの SSB 対応や同軸ケーブルの変更など準備を進めました。 

・コンテスト当日の行動 午後から、現地に向けて自宅を出発。今年選んだ「相楽郡    

和束町（鷲峰山）」は積雪もなく、無事に現地に到着しました。現地に到着後、すぐに   

アンテナの設営準備を進めます。日が暮れるまでにはローバンドのトラップ D.Pを設置

しますが、今年はじめて 1.8MHZ での SSBが可能になるため調整が必要となりました。  

これまで 1.91MHz 中心に調整していたものを 1.85MHｚに調節する必要があり、延長用の

エレメントをギボシ端子の接続で調整する方法とし何度かのカットアンドトライで調整

が完了しまた。 

いよいよ 20時京都コンテストが始まります。スタートダッシュと今年は 3.5MHzＣＷで

の運用からはじめパイルが上がりました。その後 22 時からの 1.9MHz となり、はじめて

1.8MHzの SSB を運用にどのような感じになるのか期待しましたが、予想に反して SSBで

は 1 局しかログインすることができませんでした。慌てて延長エレメントを取り外し、

ＣＷの運用に集中しました。初日 24 時までの運用を終え、山中の寒さの中、明日早朝か
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らの運用に備えし車内泊で睡眠をとりました。 

  翌朝、明るくなるのと同時に行動開始です。今年のアンテナ構成ですが、ローバンド

は 7MHZ、ハイバンドは 14-28MHZ（ギボシ D.P）50MHZ は HB9CV 144MHz-1200MHｚは GPと

なりました。ハイバンドのアンテナはいつも悩むところなのですが、寒さの中大掛かり

なアンテナでは設置が大変です。しかし京都コンテストでは時間帯別でコンテストが開

催されるため、新しいマルチを獲得することが大切で気が抜けません。一方ハイバンド

のトータルの局数を考えると設営の労力とのバランスに悩みます。運用するとやはり他

の府内局が交信している相手が聞こえないケースも多く、ハイバンドのアンテナは今後

の課題としました。 

  朝から 144MHZ を挟んでの 14-21MHz また、50MHzと 28MHzと慌ただしくコンテストが

始まります。ハイバンドでは、府内局の相手局が聞こえないこともあり、局数とマルチ

の伸び悩みに悩みますが聞こえる局を積極的に探しました。 

  さて昼からの 7MHｚと 430MHzですが、ここからが京都コンテスト一番の要だと思って

います。430MHzはコンテスト運用局も多く、特に府内マルチを稼ぐことができる重要な

バンドです。しかし、430MHzにウェートを置きすぎると 7MHz で運用を始める頃は、すで

に大票田である 1 エリアがスキップする可能性もあり気がかりです。今年はスタートダ

ッシュと、7MHzＣＷからスタートすることにしたのですが、７MHz は終了の 15 時まであ

まりスキップすることなく続いたので、430MHzでのスタートが良かったかもしれません。

無事に 16 時終了となり、2 日間の京都コンテストを楽しむことができました。 

・反省点 430MHz などの時間配分に課題があった。ハイバンドのアンテナ構成に工夫が  

必要だと感じた。 

・次回参加の際のアドバイス 京都コンテストは時間帯ごとに開催バンドが変わるので、

シングルバンドでもマルチバンドでも楽しむことができるコンテストです。時期的に一

番寒い季節ですので、特に山間部への移動は積雪への対策を十分にされて無理のない計

画でご参加下さい。コンテストでぜひお会いしましょう。 

 

■府内局シングルオペマルチバンド B 部門 優勝 JF3PLF 杉浦 雅人 様 

 

・コールサイン JF3PLF 

・使用機材 リグ： IC-7100, IC-706MK2G、アンテナ： スローパー（1.9, 3.5）、      

ロータリーダイポール（7）、パソコン： FMV ESPRIMO D5290 (Intel Core 2 Duo 

E7500@2.93GHz) Powered by CTESTWIN 

・なぜこの部門を選んだか これまでは、社団局でオペレートしていましたが、コロナ禍

で集まれなくなり、個人局で参加することにしました。コンテスト中は、どの部門に参  

加するかは決めておらず、ともかくできるだけ多くのバンドで多くの局と QSO できるよ

うに努めました。コンテストが終わってから、過去の結果を眺めながら参加部門を検討

しました。結局、V/UHF があって高い山への移動局が有利なマルチ A は敬遠し、移動しな

い局でも勝負できるマルチ Bを選びました。 
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・獲得目標 コンテスト時に参加部門を決めていないのですから、目標というのもありま

せん。ともかく、1 局でも多く、1マルチでも多く……です。 

・改善，強化点 今回は、50MHz のアンテナを新調してから直近の京都コンテストでしたが、  

結局 50MHzの QSO は「チェックログ」となりました。他のバンドでの改善、強化点は特

にありません。 

・準備 PCを立ち上げ、CTESTWINを今年度用にアップデートします。具体的には、     

コンテストナンバーを「C12＋今年のボランティア番号」に設定したり、CQ メッセージを

「CQ KT TEST」に設定したり……です。また、1.9MHz は、アンテナチューナーを使わない

と同調が取れないので、その調整も忘れないようにします。要するに、開始直後に   

スタートダッシュができるようにしておくことが大切です。 

・コンテスト当日の行動 自宅からの参加なので、特別なことはしません。「準備」に記し

たようなことを万全にしておくことくらいです。 

・スタートから終了まで 1 日目は 3.5MHzと 1.9MHz を時間いっぱい頑張りました。2日目

の午前中は、半ばチェックログと想定して怠け気味に参加。マルチ A に参加されるで  

あろう乗り込み組みの方々の観察や、所属クラブに最近参加され、ニューカマー部門に

参加されるであろうメンバーとの QSOなんかも楽しみました。午後の 7MHz は、バンドが

開けていれば一番楽しめる時間です。幸いなことに、今年は終了間際まで FBなコンディ

ションでしたので、7MHzの局数も伸ばすことができました。 

・反省点 寄る年波に勝てず、毎年楽をすることを考えてしまいます。乗り込み組に   

負けず、山へ移動してマルチ A で参加できたらなぁ～と思っています。 

・次回参加の際のアドバイス 京都コンテストは、独自の市区郡略号、ボランティア番号

をコンテストナンバーに採用したコンテストです。「ややこしい」と否定的な声もあり 

ますが、非常通信訓練をも兼ねていますので、府内、府外ともに積極的に参加していた

だければ、と思います。その上で、スピーディーで正確なナンバー交換ができるよう、

互いに切磋琢磨していけたら FB ですね。 

 

■府内局マルチオペマルチバンド部門 優勝 JK3YXR 平安京クラブ 石原正次 様 

 

・コールサイン :JK3YXR/3 

・使用機材 リグ：IC7100M,IC-9700、アンテナ：40m DP,20-10m 3ELE Yagi,6m 4ELE Yagi  

2m 12ELE Yagi 70cm 20 ELE Yagi、パソコン：Windows 10 

・なぜこの部門を選んだか クラブ局ですので選びました 

・獲得目標 昨年の得点をうわまわる、かつクラブ局で 1位が目標 

・改善，強化点 今年はクラブ員の参加が少なかったので来年はもう少し参加者を増やし 

親睦を深めたいです。1200MHz&UPも QRV したい。 

・準備 今回はクラブ局常置場所のアンテナが準備できていなかった為、クラブ員宅の  

アンテナ設備を使っての移動運用でした。 

・コンテスト当日の行動 コンテスト中心の一日でしたが、お昼休みが取れるのは有り難
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いです。 

・スタートから終了まで 特に変わったことはして居ません 

・反省点 ローバンドのアンテナを準備出来なかったのが残念だった。 

・次回参加の際のアドバイス クラブ局のエントリーが無いのは寂しいですね。 

 

■府外局シングルオペマルチバンド A部門 優勝 JE3VRJ 半田 守 様 

 

・コールサイン JE3VRJ 

・使用機材 リグ： FT-1021X(HF),TS-2000SX(50・144),FT-991AM(144/430)、アンテナ： 

G5RV(HF),DP(50),GP(VUHF)、パソコン： Pentium(R) Dual-Core CPU E6500@2.93GHz (低

性能) 

・なぜこの部門を選んだか 一番多くの局と交信可能なため。 

・獲得目標 取りこぼしゼロ。 

・改善，強化点 160m の ANT強化したつもりでしたが，失敗しました。 

・準備 160m 用の短縮コイルを追加。Zlog のスーパチェックを作成。 

・コンテスト当日の行動 160ｍの調整をしていましたが変わらず。昼間は何も聞こえない

ため，アンテナの調子つかめず。 

・スタートから終了まで 80mはそこそこでスタート。次の 160m は全く飛ばず。1Hほど経

過後，T型接続したほうがましということが判明。160m の局数が振るいませんでした。 

・反省点 160m ANTが不調，局数が伸びませんでした。次回は，もう少しましな ANTで参

加したいと思います。また，1200MHz も局数減になりました。京都府の参加局が少なかっ

たのかもしれませんが、ワッチ不足があったのかもしれません。 

・次回参加の際のアドバイス 府外局の立場から参加する場合は，ち密なワッチにつきま

す。交信しながらコールサインと周波数を記録しながら QSO しています。2 巡目以降は，

記録した周波数をもとにワッチ，ワッチにメリハリをつけます。 

① 未記録の周波数に参加局を発見すると，未交信の確立が高いと考えよくワッチする。 

② 記録済の場合は，余り時間をかけない。 

③ 記録済の周波数に何も聞こえなくなった場合は記録を削除する。 

結果，取りこぼしも少なくなりました。 追加削除のやりやすい，Excel で記録するよう

にしています。最近も，7MHzのコンデションは不安定な感じがしています。7MHz/430MHz 

スタート直後，7MHz にでるか？ 430MHzにでるか？選択する必要があります。あらかじ

め，7MHzのコンデション把握は行うべきと思います。2021 年は，最初 7MHz 20分，430MHz 

40分，残りを 7MHz にしました。 

 

■府外局マルチバンド A部門 2 位 JF2FIU 丸川 芳文 様 

 

・コールサイン JF2FIU 

・使用機材 リグ：HF TS-990S  50 TS-570S  144 IC-275D、アンテナ：1.9～7 INV 14～

mailto:E6500@2.93GHz
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28 ５エレトライバンダ 50 6ELE八木 144 8ELE 八木 パソコン：富士通デスクトッ

プ COREi5 Ctestwin 

・なぜこの部門を選んだか 下記の獲得目標達成のためです     

・獲得目標 昨年比より（自己）得点ＵＰがとにかく毎回の目標としています 

・改善，強化点 今年は、特にありませんでしたが、しいて言えばＳＯ２Ｒを導入した   

ぐらいです。 

・準備 固定ですのでいつも通りでハード的には特にありませんが、Ｃｔｅｓｔｗｉｎの

立ち上げ動作確認やバックアップファイルの格納場所等、主にＰＣ回りの準備です 

・コンテスト当日の行動 初日スタートの１．９/３．５の様子を１９３０～頃からワッチ 

しています    

・スタートから終了まで 時間帯別スプリント形式ですのでとにかく２バンド以上での 

開催時間帯は同時ワッチ、例えば１４のＨＦを手動スキャンしながら１４４は自動   

スキャンし止まればすかさずコールします時期的にＥｓ等の発生は考えにくいので、 

特に、１４～５０はＳＣの発生には注意が必要かと思って注意しました時々、ＮＥＴで

イオノグラムを見て”電離層の様子”もチェックです。 

・反省点 Ｖ／ＵＨＦでは聞こえているが届いていないようで呼べど叫べど応答無い  

こともしばしばありますのでもう少し設備強化が課題です。またチャンスがあれば”  

京都”へ乗り込み遠征もしたいと・・・。野望ですが・・hi 

・次回参加の際のアドバイス ある程度頭打ち（手詰まり）になってきたら積極的に京都

向けに”ＣＱ”（ビーコン状態が多いが）出して京都府内から応答を頂く事も大事です、

この時、京都外からもコールされる事がありますが、次回の”別のコンテスト”の”大

事なお客様”になる可能性がありますので決して無視、”ＳＲＩ”等とあしらわずレポー

ト交換、更に必要な場合ＱＳＬも発行をすることを心がけています。次回も京都各局、

京都コンテスト以外でもＱＳＯお願いします。 

 

■府外局マルチバンド B部門 優勝 JG1CFO 近藤 克之 様 

 

・コールサイン JG1CFO 

・使用機材 リグ：FTDX5000MP、アンテナ：1.9・3.5・7MHｚ（各 1/2λ逆Ｖ）、14MHｚ    

（3ele八木）、パソコン：ノート PC（i5）＋Win10＋Hamlog 

・なぜこの部門を選んだか 京都府と比較的安定して交信できるバンドを選びました。 

・獲得目標できるだけ多くの局を見つけて、聞こえた局と交信すること 

・改善，強化点 特になし、普段の設備で参加 

・準備 ワイヤーアンテナが切断や接触不良を起こすことがあるので、SWRをチェックしま

した。 

・コンテスト当日の行動 運用時間を間違えないように、規約を事前に確認しました。 

・スタートから終了まで １日目は、3.5MHz、1.9MHz と順次運用。２日目は、14MHz を運

用して小休止、午後から 7MHzを運用。４バンドの交信を集計した結果、1.9MHzは 8局 8
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マルチ、14MHz は 6 局 11 マルチでしたので得点が多くなる 3.5・7・14 の 3 バンドを選択

しました。マルチが特殊な京都 TEST の面白いところですね。 

 ローカルコンテストでは、CQを出すと受信時間が減るため受信最優先で運用しています。

呼び周りの管内局を見つけたときとバンドオープンに気づいたときは、CQ を出すことも

あります。 

・反省点 毎年同じ設備で参加しており、進歩がないことです。 

 

■府外局マルチバンド B部門 3 位 JA3HZR 吉川 高志 様 

 

・コールサイン：JA3HZR 

・使用機材： 無線機 IC-7600 (50MHz) FT-1000MP (3.5MHz) IC-7100 (144MHz) 

  アンテナ 3.5Ｍ（ダイポールアンテナ） 50Ｍ（２エレ八木） 144Ｍ（ＧＰ） 

 パソコンは使用していません。 

・なぜこの部門を選んだのか：隣接する県であり（奈良県）固定局として出来るだけ    

コンデションに影響されない周波数での参加とし、機材・アンテナ設備の関係から   

B 部門としました。 

・獲得目標：各周波数とも１５局以上としました。 

・改善・強化点：今回は、3.5Ｍでのコンタクト局数が少なく、設備の問題なのかワッチ   

不足なのかチェックする必要を感じました。 

・準備：固定局での参加ですので、移動局のように準備に時間を掛けることはありません。 

・コンテスト当日の行動：参加する周波数の時間を間違えないよう、タイムスケジュール

表を準備しました。 

・次回参加の際のアドバイス：このコンテストの特徴は、決められた時間内に京都から  

発信する局を如何に早く見つけるかがポイントです。今年はコロナの影響もあり、移動      

する局が少ないのではと思っていましたが多くの局が移動されました。感謝申し上げ 

ます。コンデションにもよりますが、やはり参加局数の多い 7ＭＨｚで局数を稼ぐのも 

得点をあげる方法かとも思います。また、コンテストに参加し上位の成績を収めた方の、

過去の参戦記も参考にされるのも良いのではないでしょうか。 

これからも京都コンテストを楽しみに参加させて頂きたいと思います。 

 

■府外局マルチオペマルチバンド部門優勝 JA2YGP 刈谷工業高校アマチュア無線クラブ 

 顧問 JF2RLD 野村 晃伸 様 

 

・コールサイン  JA2YGP 

・使用機材 リグ：TS-180,FT-107,TS-670,IC-251,351,551、アンテナ：DP(HF),HB9CV(50), 

GP(144/430)パソコン：コンテスト時は紙ログに記入、終了後免許のない部員が Zlistw

で PC 入力 

・なぜこの部門を選んだか 部活動なので 
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・獲得目標 入賞 

・改善，強化点 特になし 

・準備 前日（金曜日）の授業後に狭い部室から広い実習教室へリグを運ぶ 

・コンテスト当日の行動 土曜は夕方集合、１時間くらい 3.5をやって帰宅。日曜は朝か

ら。コロナ感染防止のため密にならないようにし、マイクやヘッドホンを部員同士で  

共用しないように気をつけてやりました。 

・スタートから終了まで ７メガは開けずできませんでした。 

・反省点 ここ数年７メガはスキップして２エリア（愛知県）からほとんどできません。 

・次回参加の際のアドバイス アドバイスというより高校生を 30 年指導してきた者として

の感想ですが京都コンテストに限らずどのコンテストも特に HFでは CWばかりになって

きており、４アマをやっと取ったビギナーが楽しめません。昔（20世紀）のような混信

だらけの７メガ SSBが良かったのかはわかりませんが、例えば CWより SSBの得点を多く

するとかして、SSB の参加局を増やす対策を考えた方が良いのではないかと思います。 

 

■府外局シングルオペ 3.5MHz 部門 2 位/7MHz 部門 1 位 JR6CSY 山口 孝治 様 

 

・コールサイン：JR6CSY 

・使用機材 リグ：TS-990S、アンテナ：3Band インバーテッド V、パソコン：Panasonic Let's 

note CF-SX4 

・なぜこの部門を選んだか:多くの局と交信(入賞)出来る可能性が有ったから。 

・獲得目標：特にありません。 

・改善，強化点：特にありません。 

・準備：特に準備はしていません。 

・コンテスト当日の行動：普段と特に変わりません。 

・スタートから終了まで：可能な限りコンテストに時間を割きバンド中をくまなくワッチ

した。 

・反省点：アンテナを良くしないと呼び負け多し。 

・次回参加の際のアドバイス：最後まで諦めず気合いと根性で頑張る事！(笑) 

 

■府外局シングルオペ 7MHz 部門 2 位 JH0FOG 佐々木信和 様 

 

・コールサイン JH0FOG 

・使用機材 リグ：IC-7610、アンテナ：フルサイズダイポール、パソコン：FMV 

・なぜこの部門を選んだか 7MHzは 3エリアと相性が良いからです。 

・獲得目標 前年度の交信局数を超えること 

・改善，強化点 当たり前ですが、コンテストナンバーのミスコピーをしないこと。 

・準備 特にありません 

・コンテスト当日の行動 コンテスト途中で BK が入らないよう用事を済ませておくこと 

・スタートから終了まで 前年度に比べて順調に進んだと思います 
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・反省点 正確で分り易いナンバーの送信が出来ていたか? 

・次回参加の際のアドバイス マルチにこだわり過ぎないことでしょうか。個人的に京都

は学生時代を過ごした思い出の地なので、京都コンテストを楽しんで参加しています。 

 

 

■府外局シングルオペ 7MHz 部門 3 位 JR1AKD/1 高橋 芳男 様 

 

・コールサイン JR1AKD/1 

・使用機材 リグ：FTDX3000DM、アンテナ：逆 V 約 8m 高（TOP で）、パソコン：レノボ 

・なぜこの部門を選んだか 1エリアからは 7MHzが最も局数を稼げる可能性が高い為、  

成績はともかく、ある程度局数を稼げないと面白くない。 

・獲得目標 コンテストを楽しむ、そして、あわよくば府外部門入賞。 

・改善，強化点 CWのテクニックがとにかくポンコツなので改善できるように少しずつで

も CW でオンエアーする 

・準備 特にない。いつもの移動運用の準備 

・コンテスト当日の行動 移動運用で参戦することを楽しみにしているので、予定して  

いる移動地に先客がいた場合でも代替え地を探せるように時間に余裕をもって行動する 

・スタートから終了まで CWと SSB のバンドを行ったり来たり常にワッチを続ける。   

ローカルコンテストの府外（県外）部門は根気よくワッチすることが重要と思います。 

・反省点 CW テクニック向上がいつもの反省です。CW運用がまともにできるように。 

・次回参加の際のアドバイス 入賞、首位を目指し一生懸命参加すること。それが    

コンテストを楽しむという事だと思っています。 

 

 

■府外局シングルオペ 50MHz部門 1 位 JA3WDL 井村 厚 様 

 

・コールサイン JA3WDL 

・使用機材 リグ：IC-9100(50W)、アンテナ：23mH 6素子八木、※パソコンの支援は有り

ません。ログは、紙ログです。 

・なぜこの部門を選んだか 京都府内局の多くの市区町村と交信したいと思いました。 

コロナ禍でしたが、交信をして頂いたみなさんありがとうございました。 

・獲得目標 特に有りません。 

・改善，強化点 特に有りません。 

・スタートから終了まで 始めから終わりまで、アンテナを振り回して呼びに回りました。 

後半の交信局数は少なかったです。「防災訓練」も兼ねているようですが、登録クラブ  

さんの活発な参加をお願いしたいです。 

 

■府外局シングルオペ 144MHz部門 1 位 JA3WDL 井村 厚 様 

 



 21 

・コールサイン JA3WDL 

・使用機材 リグ：IC-9100、アンテナ：20ｍH 11×４八木 

・なぜこの部門を選んだか 強風で無かったので、アンテナをタワー上部に上げ交信を楽

しめました。 

・獲得目標 特に有りません。 

・改善，強化点 特に有りません。 

・コンテスト当日の行動 寝坊することなく、開始時間までに無線機の前に座れました。 

・スタートから終了まで 9 時からの(京都府内局が)激減したのには、ガッカリしました。 

・次回参加の際のアドバイス 来年も、何処かの周波数に出たいと思います。 

 

■府外局シングルオペ 430/1200MHz部門 1 位 JP3TXP/3 上宮田 昂平 様 

 

・コールサイン JP3TXP/3 

・使用機材 リグ：ICOM IC-9700、アンテナ：Comet 24KG(430MHz) / Diamond SG9500M(1200MHz) 

パソコン：東芝 Dynabook R734 + Ctestwin(コンテストログソフト) +DigitalSoundCW(CW

送受信ソフト) 

・なぜこの部門を選んだか 移動地のロケーションを 

活かせるバンドのため 

・獲得目標 昨年の該当部門優勝局のスコア 

・改善，強化点 1200MHzにオールモードで参加する 

為、IC-9700を使用 

・準備 Ctestwin の設定 

・コンテスト当日の行動 午前中に移動地入りし、144MHz部門に参加 

・スタートから終了まで CQを出している府内局を一通りコールし、全て WKD 出来たらこ

ちらから CQを出す CW と Phone のバンドを行き来しながら、未 QSOの局を探す 

・反省点 PC キーイングの設定に不備があり、1200MHz CWで QSO 出来なかった局が出た 

・次回参加の際のアドバイス リグ・ロギングソフトの PC接続設定をコンテスト運用時と

同じ状態にして、移動地へ出発前に確認しておくと良いと思います 
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＜府内局＞ 
 

■府内局シングルオペマルチバンド Ａ 部門 

JL3JRY/3:集計お疲れ様です。今年もコンテストを楽しむことができました。 

JM3DUR:天候もよく良いコンディションでした。年々局が減っているようですが楽しめました。 

 

■府内局シングルオペマルチバンド B 部門 

JF3PLF:今年は、7MHz が好調で、得点が伸びました。1.9MHz でも PH が許可されたので期待していまし

たが、1 局もできませんでした。マルチＡにエントリーするためには、壊れたアンテナの修理が必要で

す。 

JG3GOM:集計お世話になります。結果はともかく、楽しめました。        

 

■府内局シングルオペマルチバンド Ｃ 部門 

JP3KPJ/3:今年は 50/144/430/1200の４バンドで楽しませていただきました。 

JR1UJX/3:府内へ移動運用し参加しました。430MHz 以下は 5W、1200MHz は 1W運用でした。 

 

■府内局マルチオペマルチバンド部門 

JK3YXR/3:ハイバンドのコンディションがよくなかったですね、次回もがんばりたいと思います。 

 

■府内局シングルオペ 1.9MHz部門 

JF4XHR:ホームでの運用 

 

■府内局シングルオペ 3.5MHz部門 

7L3PFH/3:次回もがんばりたいと思います。 

JA3IVU/3:久しぶりに京都コンテストに参加しました。1.9MHz 部門 SSB 部門をワッチしたが参加局の入感

はなかった。 

JH3MKP:コロナ禍で緊急事態宣言発出中の為、移動での参加は今年はあきらめまし た。 その為、家族一

緒での晩御飯を優先。（家庭内マッチングも大切です。） 後半 1 時間のみＱＲＶで「参加することに

意義がある」今年のコンテストでした。 

JH3QNH:FB Contest 

JK3LZI:雪に見舞われなくてよかったです。たくさんの局にコールしてもらって嬉しかったです。交信ありがとう

ございました。集計ご苦労様です。また来年も参加します。 

 

サマリーシートの意見欄に記入されたコメントを収録しました。編集部の判断で伏せ字の使用、単純なケアレスミ

スの修正、語句の統一を行なっています。また、複数部門に参加されていて、ほぼ同じ内容のものについてはその

うちの1つを掲載しました。結果、コンテストレビューおよび参加証の送付希望、またSASE同封などについての記

述は省略しました。次回も京都コンテストに参加していただくとともに，サマリーシートに御意見や御感想をお書

き下さい。 
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JL1WFD/3:集計お疲れ様です。HFのハイバンドの受信はむずかしいです。 

JR2WTZ/3:次回もがんばりたいと思います。 

JR3FOS:多数の局にコールいただき楽しめました。 

 

■府内局シングルオペ 7MHz部門 

JA4JY/3:今年もコンテストに参加でき楽しみました。でも年を取り CW でもたつくことが多くなりました。（頭で

は理解できていますが。）大変な結果の編集ありがとうございます。（お手数ですが結果の送付お

願い致します。） 

JF3UOZ:久し振りの参加でした。遅いスタートですが、満足しました。 

JK3LZI:交信していただいた各局にお礼申し上げます。年を追う毎に参加局が少なくなっているように思いま

す。マルチは大きいです。府内局で 2つの局と 1つの局が対等に競争するにはハンディがありませ

んか？ 

JN3RAZ/3:今年は 7MHz のコンディションが良かったですね。。交信していただいた各局 、ありがとうござい

ました。 

JR3FOS:多数の局にコールいただき楽しめました。 

 

■府内局シングルオペ 14MHz部門 

JG3XDR:RIGの前に座る貴重な機会となっております。主催者様ありがとうござい ました。 

JH3QNH:FB Contest。144/50/430MHz 帯はチェックログ 

JI6DUE/3:今回は I21 と I14 でログを提出します。天気も良く、移動日和でよかったです。来年も 参加したい

と思います。 

 

■府内局シングルオペ 21MHz部門  

JI6DUE/3:今回は I21 と I14 でログを提出します。天気も良く、移動日和でよかったです。来年も 参加したい

と思います。 

JN3XEZ:2日目午前中のみのユルい参加でした。 QSO頂きました皆さま、どうも有り難うございました。 

 

■府内局シングルオペ 28MHz部門  

JN3XEZ:2日目午前中のみのユルい参加でした。 QSO頂きました皆さま、どうも有り難うございました。 

JQ3BPQ/3:マルチ係数（×2.5）で出ましたがあまりにも聞こえず開始 20分で 50Mhｚに浮気しました。局免年

月日 令和 2年 9月 3日 

 

■府内局シングルオペ 50 MHz部門 

JA3MIB/3:久しぶりの移動運用で忘れ物もありましたが、楽しめました。 

JA3WHJ/3:何十年ぶりかに参加しました。 

JJ3RDH:非常の場合を自分なりに想定し、必最小限の設備で運用しました。  

 

■府内局シングルオペ 144 MHz部門 

JI3MCM:次回もがんばりたいと思います。 

JN3RAZ/3:今年も京都コンテストを、楽しませていただきました。交信していただいた 各局、ありがとうござい
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ました。 

JQ3BHL/3:今回開局して初めての参加となります。当初 3.5、7、50、144 でチャレンジしましたが、144 以外

はほとんどダメでした。これからは色々な周波数で運用できるように頑張ります。令和 2 年 6 月 30

日開局 

 

■府内局シングルオペ 430 MHz部門 

JA3MIB/3:久しぶりの移動運用で忘れ物もありましたが、楽しめました。 

JI3MCM:次回もがんばりたいと思います。 

JQ3BPQ/3:マルチ係数（×2.5）が魅力で出ました。局免年月日 令和 2年 9月 3日 

 

■府内局シングルオペ 1200 MHz部門 

JF3LCH/3:2日目のみ参加でしたのでいい場所をとることができませんでした 

 

＜府外局＞ 

 

■府外局シングルオペマルチバンド A部門 

JA3NUT:来年も参加したいと思います。 

JA3VOV:ログチェックご苦労様さまです。バンド毎の開催時間設定は良いですね。 

JA7BEW:次回もがんばりたいと思います。76歳 1944/6/13生まれ 

JF2FIU:QSO 頂きました京都府内各局ありがとうございました,この結果が発表される頃にはコロナが完全に

収まって普通の生活ができていますように, 

JH9FCP:少ししか参加できませんでした。コンテスト集計よろしくお願いいたします 

JJ5AKK/3:スタッフの皆様お世話になります。ログ提出します。次回頑張ります。 

JO3UCS:次回もがんばりたいと思います。 

JR3RIU:府内局は、コールサインを送信するようにお願いします。 

 

■府外局シングルオペマルチバンド B部門 

7K1JFM:楽しく参加させて頂きました。 .来年も参加したいと思います。 

JA0IND/1:集計ご苦労様です。 

JA1LJW:バンドごとに時間枠を設ける方式はなぜか参加しやすい印象、次回以降も引き続き採用して欲しい。

コンテストナンバーに「ゼロ」と「オー」を混用する不届きな地元局、京都コンテストに限らないのだけ

れど。正直にコピーした局が不利を被らないで済む方法はないものか。 

JA2CJE:コンテスト開催ありがとうございます。CheckLogです 

JA3ATK/5:集計ご苦労さまです、四国からですとスキップになったりでスリリングなコンテスト でしたまた混信

があったりで盛大でした、移動された局も交信ありがとう、 

JA4BDY:少ない交信数ですが、オリンピック精神で参加しました。 

JA8RRF:  各局ありがとうございましたＴＵ TU   

JG1CFO:ログ集計ありがとうございます。局数が多い 1.9MHz ではなく、マルチ の多い 14MHz を選びまし

た。 

JH1CHU:前回より 1.9、3.5 メガが稼げませんでした。でも楽しめました。 
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JH4JUK:所用で部分参加でした、コンディションも良くなく聞き取りにくかったです。 

JH4QJP:QSO頂いた各局ありがとうございました。 

JH7UJU:集計審査ご苦労様です。 FT-817ND , EH DP Yagi 

JI2UPG/3:次回もがんばりたいと思います。 

JJ1JVC:初心者です。勉強になりました。 

JK1MIG:次回もがんばりたいと思います。 

JP3JUV:次回もがんばりたいと思います。  

JP7BCL:時間あまり取れませんでしたが参加してみました。 

 

■府外局シングルオペマルチバンド C部門 

JE3JAF:気合を入れて臨んだのですが京都と兵庫は微妙な位置、距離のようで苦戦しました。交信くださった

京都府内の各局どうもありがとうございました。 

JH4PUL/3:「JARL 主催コンテストの使用周波数帯による」というルールが曖昧だったため 50MHzCW の運

用局が旧ルールと新ルールとに分かれてしまっていました。規約公開のタイ ミングの関係かとは

思いますが今回はどちらも OK とすべきと考えます。（他で準用される ことが多いルールを JARL

がいつ時点から適用すると明示しなかったのが問題だと思います。） 

 

■府外局シングルオペ 1.9MHz部門 

JA2QVP:集計ご苦労様です。 

JA6FOF:電信部門の創設を希望します  

JI4WHS:チェックログは 7MHz 

JK1WSH:1.9MHz 以外はチェックログとして提出します。 

JK8PBO:係りの皆様、集計お疲れ様です。交信くださった各局ありがとうございました。 

JQ1UXN:京都とのコンデションはよかったのですが、近県局が交信している京都局が聞こえないこともありま

した。最初の 30分以降は未交信局が見つかりませんでした。 

JR2MIO/2:今年はあまりできませんでした。 

 

■府外局シングルオペ 3.5MHz部門 

JA0DVE:楽しめました。 

JA2NGN:楽しめました。ありがとうございました。 

JA2QVP:集計ご苦労様です。 

JA3MMR:次回もがんばりたいと思います。 

JA4RQO:次回も参加します。よろしくお願いします。 

JA7SLK:国内コンテストの参加を楽しんでいます。 

JA9XAT:良いコンディションでした。 

JE6KFN:初参加です。3.5MHz は２時間だけでしたが、集中して楽しめました。 

JF1DFA:次回も楽しみにしています。 

JG6SRL:ありがとうございます 

JG6VMO:短時間の参加でしたが楽しめました。サービスいただいた京都各局ありがとうございました。 
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JH0FOG:交信ありがとうございました。 

JH4FUF:今年は、府内局の参加が少ないように感じました・・・が、楽しめました。集計ご苦労様です。 

JI1LHT:今年は３．５メガにも出てみました。 念のため、JARL R1.0形式で提出します。集計、よろしくお願い

します。 

JJ2QXI:府内局なのに「CQ KT TEST」と呼び出している局が複数いて、混乱した。「８．書類の提出」に「（４）

同一バンドにおける重複交信 

JK1DMT:今年も短時間ですが、3.5MHzのみで参加させていただきました。 

JK8PBO:係りの皆様、集計お疲れ様です。交信くださった各局ありがとうございました。 

JN3ANO:各局 交信ありがとうございました。 

JN4JJJ:コンテスト委員様集計ご苦労様です。電子ログでの申請は今回が初めてですので、初挑戦でした。 

JQ1UXN:京都とのコンデション悪く、弱い局が多くて、パイルで何度も呼びました。近県局が交信している京

都局が数局聞こえませんでした。 

JR1BFZ/2:楽しませていただきありがとうございました。 

JR1BQJ/1:短時間でしたが楽しく参加しました。 

JR1LEV:短時間ですが楽しませて頂きました、次回もよろしくお願いします。 

JR1MEG:お世話になります。コロナ禍で移動を自粛し固定から参加しました。 

JR2MIO/2:今年はあまりできませんでした。 

JR3OWV:今回初参加です。 

JR5PPN:いつもお世話になります。 1 局しか交信出来ませんでしたがﾛｸﾞを提出を提出します。 お手数です

が宜しくお願いします 

JR6CSY:このログの 7MHzQSO分はチェックログです。 

 

■府外局シングルオペ 7MHz部門 

7M1ANM/1:コンディションもそこそこよく、暖かい日差しの中で楽しく QSOできました。 

JA0DVE:楽しめました。 

JA0QD/1:コンテスト時刻、日曜日の 14:00---16:00は私には好都合でした 

JA1JUR:今年も参加できてよかったです。よろしくお願いいたします。 

JA2NGN:楽しめました。ありがとうございました。 

JA4JCC:楽しく多くの局と交信出来、非常に満足しています。また来年も参加いたします。 

JA6FOF/6:電信部門の創設を希望します  

JA7SLK:国内コンテストの参加を楽しんでいます。 

JA7WXL:初めての参加です。 

JA8DHV:1時間のみの参加となりました。 

JA9XAT:ＳＳＢは聞こえなかった。 

JE1ENI:初めての参加です。複数局と交信が出ました。 

JE1EQS:次回もがんばりたいと思います。 

JE7SRK:ありがとうございました。来年もお願いします。 

JF1ABZ:楽しく参加できました。 



 27 

JF1DFA:次回も楽しみにしています。 

JF3LYT:今回も楽しみました。 

JG0EXP:集計ご苦労様です。コロナ関連早く落ち着きますように.Enjoy Home. 

JG1BGT:CWが好きです、でも QRPのほうがもっと好きです．http://www.uja.jp/ 

JG1GCO:次回もがんばりたいと思います。 

JG1IEB:少ない交信ですが審査よろしくお願いします。 

JH0EHG:初めての参加です。1局ですが、ログを提出します。来年はもっと頑張ります。 

JH0FOG:交信ありがとうございました。 

JH1MTR/4:府内局もっと出て！ 

JH1OJV:コンテストナンバーが特徴的で、ミスコピーしないように緊張感を持って楽しめまし た。 

JH4FUF:コンディションが今一つなんでしょうね、当地から京都が遠く感じました。集計ご苦労様です。 

JH7KSU:7MHz 京都局の参加が少ないのか？コンディションが悪いのか？QSO 数が少ない結果となりまし

た。京都各局ありがとうございました。 

JH7OUW:短時間しか参加出来ませんでした。 交信頂いた各局ありがとうございました。 

JH8CLC/7:次回もがんばりたいと思います。 

JI1LHT:聞こえる局が少なく、聞こえてもパイル状態で、あまり交信出来ませんでした。  念のため、JARL 

R1.0形式で提出します。集計、よろしくお願いします。 

JI1NZA:今年も参加させていただきました。有難うございました。 

JI2IWB:参加証お願いします。今年もよそしくおねがいします。 

JI4WHS:チェックログ 1.9MHz。 

JI7VQP:次回もがんばりたいと思います。 

JJ1CWR:集計宜しくお願いいたします。 

JJ1XQU:集計ご苦労様です。少ないけど申請します。 

JM4KHC/2:コンテスト期間中、京都方面が一時的に開けていたので少しだけ参加しました。 

JM6EKY:京都府内局の参加が少なかった 

JN1WXW:20 数年ぶりの参加です。コンテストナンバーが複雑になっていて、戸 惑いました。ナンバー交換

成立しましたが、コールサイン落としました。相手局 には大変申し訳なく思います。 

JN4JJJ:コンテスト委員様集計ご苦労様です。コンデションが変わったのか？15:00 をすぎましたら、京都府内

局の信号が聞こえなくなってしまい残念でした。 

JQ1PCT:楽しめました。ログ集計お疲れ様です。 

JR1AKD/1:春の様な陽気のもと３密回避の開放された屋外での移動運用を楽しみました 

JR1LEV:短時間ですが楽しませて頂きました、次回もよろしくお願いします。 

JR1MEG:お世話になります。コロナ禍で移動を自粛し固定から参加しました。 

JR2UQU:交信、楽しませていただきました。ありがとうございました。 

JR6CSY:このログの 3.5MHzQSO分はチェックログです。 

JR6JHE:ルールが複雑で分かりにくいです。名前のイニシャルは不要にしていただけると助かります。 

JS2GKI:2018年 11月 21日 

JS2GYN:QRP部門併設希望 
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■府外局シングルオペ 14MHz部門 

JA3OEA:集計ありがとうございます。 

 

■府外局シングルオペ 21MHz部門 

JR3AAZ:集計お世話になります。今年も、1.9と 3.5と 14にも参加させていただきましたが、今 年は、時間制

のお陰で多くの方が、HIBANDに上がって来て頂いたので、大好きな２１ と２８でエントリーさせて

いただきます。KT各局 TNXｓ、 

 

■府外局シングルオペ 28MHz部門 

JA3OEA:・集計ありがとうございます。 

JR3AAZ:集計お世話になります。今年も、1.9 と 3.5 と 14 にも参加させていただきましたが、得 点の多い 21

と 28で エントリーさせていただきます。ＫＴ各局ＱＳＯ有難うございました。 

 

■府外局シングルオペ 50MHz部門 

JA3PYH/3:出遅れたため、六甲山の良い場所は、諸先輩方が占拠されていました。 

JA3WDL:今年は 2部門に参加しました。 

JR3OWV:今回初参加です。 

 

■府外局シングルオペ 144MHz部門 

JA3WDL:楽しいコンテストに参加できました。企画・編集をされる担当さんお疲れ様です。 

JN3ANO:各局 交信ありがとうございました。 

JO3RUL:六甲山により京都から明石までの電波がさえぎられて、八木アンテナを回転してなんとか府内局が

キャッチできた。非常通信協議会のメンバーの方々の参加をもっと望みます。 

 

■府外局シングルオペ 430MHz部門 

JA3IUB:今年は４３０ＭＨｚでの初参加でした。約３０分程度しか運用できませんでした。何とか７局の方とＱＳ

Ｏ出来ました。 

JH4RAL/3:集計ありがとうございます。京都各局との交信を楽しみました。 

JP3TXP/3:来年も移動して参加したいと思います。144MHz,1200MHzのQSOはチェック ログ扱いで提出し

ます。 

 

■府外局シングルオペ 1200MHz部門 

JP3TXP/3:来年も移動して参加したいと思います。144MHz,430MHz の QSO はチェックロ グ扱いで提出し

ます。 

 

■府外局ＳＷＬ部門 

JA0JHQ:初めての参加です。 

JA2-8673:体調、空中線、不良の為、SWLにての参加となります。マルチ＞得点 VF FB です。 

JA4-37294:愛媛マラソンコンテストと同時参加です。一昨年以来の参加となりました。 

JA8-3339/7:コンテストナンバーの内容や第一、第二マルチ、さらに府内外の得点の設定など、他のコンテスト

ではあまり見られないような凝った規約がたいへん面白いと思いました。コンテスト中には多少混
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乱している局も見られましたが、他の支部コンテスト等でも取り入れて、さらに浸透してほしいと感じ

ました。 

 

■チェックログ 

JF3PLF:チェックログ 

JH4FUF:この 14MHz分はチェックログでお願いします。 

JJ1TNX:FBなコンテストでした 

JQ3BPQ/3:チェックログ 

 

編集後記 

第 65回京都コンテストのコンテストレビューいかがでしたでしょうか。第 62回はログ提出局が大きく減少しました

が、今年は昨年に引き続きコロナ禍のコンテストということもあって大きく府外局の参加者が増加し、ログ提出局が

全体で 281局となりました。いつも、府外局の各局から御𠮟りを頂いておりますが、なかなか府内局の参加者のア

クティビティが上がらず、今年も昨年と変わらず55局のログ提出となりました。府内局の方がもう少し多くQRVいた

だけるよう、コンテスト運営に工夫をこらせないか検討中です。来年の第 66回はぜひとも多くの府内局の方に参加

いただきたいと思います。 

また、コンテスト当日は天候には恵まれたようで、昨年のように寒さのため途中で移動運用を取りやめた局とう

はなかったようです。冬場のコンディションのためか、各バンドのコンディションはいまいちで、府内局の局数が少

ないのも相まって、ほとんど府内局が聞こえなかったというコメントをいただいております。 

また、JARLのコンテスト周波数の変更があり、50MHz帯では、旧コンテスト周波数帯と新周波数帯が入り乱れ

て混乱があったようです。次回の66回も、1.9MHzのJARLコンテスト周波数帯が決められましたので運用の際は、

ご注意ください。 

最後に、コンテストコンテストレビューでは皆様からご提出いただきましたログ分析だけでなく、コンテスト入賞者

による貴重なノウハウ等を寄稿いただき、「こうすれば、あなたもコンテストに入賞できる（かも？）」といった視点で、

入賞の秘訣を語っていただきました。寄稿頂きました各局、ご協力ありがとうございました。紙面をお借りして御礼

申し上げます。 

このコンテストレビューが、次回の第66回京都コンテストに参加される方々の一助になることを願っています。 

またご提出頂きましたログのコメント等、皆様から頂いたご意見をもとに、来年はさらにコンテストを楽しんで頂ける

よう規約変更を含め、検討していきたいと思います。 

来年の京都コンテストでお会いできることを楽しみにしています。 
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